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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インサートナットと、レベル調整パッド及び支持ボルトとから概略構成されており、前
記インサートナットは内側に雌ネジが刻まれた内リングと外周に雄ネジが刻まれた外リン
グとが緩衝材を間に介して一体化された二重管構造をなし、前記レベル調整パッドの中心
には支持ボルトが螺合しており、該支持ボルトが前記インサートナットの内リングに螺合
可能なように構成されてなることを特徴とする床パネル支持脚。
【請求項２】
　前記レベル調整パッドが弾性体を含んでいることを特徴とする請求項１に記載の床パネ
ル支持脚。
【請求項３】
　請求項１の前記緩衝材がブタジエンスチレンゴム、ブチルゴムあるいはネオプレンゴム
のいずれか１種の加硫合成ゴムからなることを特徴とする請求項１または請求項２に記載
の床パネル支持脚。
【請求項４】
　外周に雄ネジが刻まれた外リングと内側に雌ネジが刻まれた内リングとが緩衝材を間に
介して一体化された二重管構造をなす複数個のインサートナットを床パネルに装着し、該
内リング内面に刻まれた雌ネジに、レベル調整パッド中心に螺合されている支持ボルトを
嵌合させ、支持ボルトを回転させて床パネルの高さレベルを調節した後、レベル調整パッ
ドを回転させて該レベル調整パッドを前記床パネルに当接させて、該床パネルの荷重を前
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記レベル調整パッドで受けるようにすることを特徴とする床パネルの施工方法。
【請求項５】
　前記支持ボルトの一端を、硬質ゴム製の台座を介してコンクリートスラブ上に載置する
ことを特徴とする請求項４に記載の床パネルの施工方法。
【請求項６】
　１枚の床パネルに前記インサートナットを４個以上取り付けることを特徴とする請求項
４に記載の床パネルの施工方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば建築物の二重床を構成する床パネルの支持に用いられる防振アジャス
ト式床支持脚に係り、特に遮音性、緩衝性および施工性の向上に有効な防振アジャスト式
床パネル支持脚に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、アパートやマンションなどの集合住宅において生活騒音が問題化してきており、
遮音効果のある二重床構造が注目されている。この二重床構造の一例を図５および図６に
示す（例えば、特許文献１参照。）。図５は従来の二重床構造の一例を示す断面図であり
、図６は図５に示す二重床構造の施工例を示す一部破断斜視図である。この二重床構造は
図５および図６に示すように、コンクリートスラブ１１と床パネル２１との間に防振アジ
ャスタ式床支持脚１２を介在させることによって、これらコンクリートスラブ１１と床パ
ネルとの間に空間を形成し、これにより遮音効果を向上させるものである。
　この床支持脚１２は、例えば硬質ゴムから構成される台座１３と、ネジ部１７、１８を
備えた支持ボルト１４と、該支持ボルト１４に螺合させられる床パネル受け１５とから概
略構成されており、床パネル受け１５の上には床パネル２１が載せられている。１６、１
９はそれぞれ台座１３と床パネル受け１５に支持ボルト１４を固定するためのフランジ付
きネジである。支持ボルト１４が挿入されているフランジ付きネジ１６は、コンクリート
スラブ１１に直接接触しておらず、硬質ゴム等からなる台座１３に支持されているので、
建造物の上の階と下の階との間で騒音が伝搬し難くなり、遮音性が向上する。
　この床支持脚１２は図６に示すように床パネル２１の接続部に配置され、一つの床支持
脚１２で４枚の床パネル２１を支持した、共通脚とした例を示している。各床支持脚１２
の上には、床パネル２１および床板２２が載せられている。
【０００３】
　上記構成の二重床構造は、台座１３が硬質ゴム等の弾性を有する部材から構成され、か
つ、コンクリートスラブ１１に支持ボルト１４が当たることがないように構成されている
ので、建造物の上の階と下の階との間で騒音が伝搬しにくくなり、遮音性が向上する。
　また、別の例として防振アジャスト式床支持脚を用いた遮音性能を向上させるため、支
持ボルトと調整ナットに弾性材料であるポリアミド系樹脂を用いた床支持脚も提案されて
いる（例えば、特許文献１参照。）。
　さらに、上述した防振アジャスト式床支持脚を用いた遮音性能向上策として、支持ボル
トとレベル調整ナットを接着剤で固着し、ネジ部のガタツキを防止する床支持脚も開示さ
れている（例えば、特許文献２参照。）。
【特許文献１】特開平１０－１６９１６３号公報
【特許文献２】特開２００２－８１１９６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、要求される遮音性能は年々上昇しており、上述した防振アジャスト式床
支持脚では十分に対応できない場合が多くなってきている。すなわち、上述した防振アジ
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ャスト式床支持脚は、いずれの場合も床パネルを複数枚支持する共通床支持脚であり、個
々の床パネルに異なる荷重が載荷された場合、全てのパネルの挙動に追随することは不可
能であり、結果的には床パネルに振動が発生し騒音源となる。
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたもので、遮音性、静粛性、および緩衝性をさらに
向上させ、現場施工を速やかに行うことができる防振アジャスト式床支持脚を提供するこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の床支持脚は共通床支持脚とはせず、個々の床パネルに直接取り付ける方法とし
た。
　すなわち、上記課題を解決するために本発明の床パネル支持脚は、インサートナットと
、レベル調整パッド及び支持ボルトとから概略構成されており、前記インサートナットは
内側に雌ネジが刻まれた内リングと外周に雄ネジが刻まれた外リングとが緩衝材を間に介
して一体化された二重管構造をなし、前記レベル調整パッドの中心には支持ボルトが螺合
しており、該支持ボルトが前記インサートナットの内リングに螺合可能なように構成され
た床パネル支持脚とした。
　本発明の床パネル支持脚では、前記レベル調整パッドに弾性体を含んでいるのが好まし
い。
また、本発明の床パネル支持脚では、前記緩衝材としてブタジエンスチレンゴム、ブチル
ゴムあるいはネオプレンゴムのいずれか１種の加硫合成ゴムを使用することができる。
　このような構成としたことにより、各々の床パネルに異なる荷重が載荷された場合にお
いても、水平振動はインサートナットに内在された緩衝材が吸収し、垂直振動は弾性部材
から構成されるレベル調整パッドが吸収するため、衝撃波の階下への伝搬を減衰させるこ
とができ、遮音性の向上が図れるとともに、床を歩行する人間の脚に加わる衝撃も小さく
することができる。
　また、前記インサートナットに内在する緩衝材への垂直せん断荷重の負荷をやわらげ、
緩衝材の撓みを防ぐとともに、弾性部材を含むレベル調整パッドが支持ボルトに螺合する
ことによりネジのガタツキを防止して、衝突音の軽減を図ることができる。
【０００６】
　本発明の床パネルの施工方法は、外周に雄ネジが刻まれた外リングと内側に雌ネジが刻
まれた内リングとが緩衝材を間に介して一体化された二重管構造をなす複数個のインサー
トナットを床パネルに装着し、該内リング内面に刻まれた雌ネジに、レベル調整パッド中
心に螺合されている支持ボルトを嵌合させ、支持ボルトを回転させて床パネルの高さレベ
ルを調節した後、レベル調整パッドを回転させて該レベル調整パッドを前記床パネルに当
接させて、該床パネルの荷重を前記レベル調整パッドで受けるようにする床パネルの施工
方法とした。
　本発明の床パネルの施工方法では、前記支持ボルトの一端を、硬質ゴム製の台座を介し
てコンクリートスラブ上に載置する施工方法とするのが好ましい。
　また、１枚の床パネルに前記インサートナットを４個以上取り付けるが好ましい。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、インサートナットに内在された緩衝材によって水平振動が吸収され、
重量衝撃音の床衝撃音レベルを小さくすることができ、遮音性および静粛性の向上を図る
ことが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　先ず、本発明の床パネル支持脚について以下の図に示す実施形態に基づいて具体的に説
明する。
　図１は、本発明の床パネル支持脚の施工前の状態を示した断面図である。
　本発明の床パネル支持脚１０はインサートナット２－１と、レベル調整パッド３及び支
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持ボルト４とから概略構成されており、前記インサートナット２－１は内側に雌ネジ５ａ
が刻まれた内リング５と外周に雄ネジ６ａが刻まれた外リング６とが、緩衝材３１を間に
介して一体化された二重管構造をなしており、前記レベル調整パッド３の中心には支持ボ
ルト４が螺合しており、該支持ボルト４のネジ部４ａが前記インサートナット２－１の内
リング５内面の雌ネジ５ａに螺合可能なように構成されている。内リング５及び外リング
６は共に金属製とするのが好ましい。強度があれば合成樹脂で製作することもできる。
　床パネルは断熱性や遮音性に富んだ軽量気泡コンクリート（ＡＬＣ）に代表される床材
である。ＡＬＣの他に合板性の床パネルも使用される。床パネルは荷重を支える構造材を
なすものであって、この床パネルの上に装飾性や機能性を備えた床板材を載置して施工す
る。
【０００９】
　支持ボルト４には雄ネジが刻まれており、頭部には支持ボルトを回転させるための溝も
しくは６角窪み４ｂが設けてある。
　緩衝材３１としてはブタジエンスチレンゴム、ブチルゴムあるいはネオプレンゴムのい
ずれか１種の加硫合成ゴムが利用できる。
　また、レベル調整パッド３は床パネルの荷重を支えるのに十分な強度を有するのは勿論
のこと、前記緩衝材に過度の垂直方向の荷重がかかるのを防ぐため、別途、垂直方向荷重
を保持するための弾性体を含んだレベル調整パッドとすることが好ましい。弾性体として
は、例えばポリアミド系樹脂が使用できる。例えばレベル調整パッド本体を金属製で作成
し、上面にポリアミド系樹脂製板を重ね合わせたものとしても良い。あるいはレベル調整
パッド全体を強度のあるポリアミド系樹脂製としても良い。図１中３ａはレベル調整パッ
ドの補強リブである。
【００１０】
　図２は前記インサートナット２－１にレベル調整パッド３と支持ボルト４を嵌合させた
床パネル支持脚１０の断面を示す図である。図２は床パネル支持脚１０の構成を説明する
ためのものであって、まだ床パネルは載置されていない。図２に示すように、インサート
ナット２－１の内リング５の内側に刻まれた雌ネジ５ａに支持ボルト４の雄ネジ４ａを螺
合させ、支持ボルト４を回転させて基礎との間隔を調整するとともに、レベル調整パッド
３を回転させてレベル調整パッド３の上面とインサートナット２－１の底面とを密着させ
て床パネルの荷重を受けられるようにしてレベル調整を完了する。
【００１１】
　図３は、床パネルにインサートナットを取り付け、レベル調整パッドと支持ボルトによ
って床パネルを支える施工例を示した縦断面図であり、図３中符号７は床パネルである。
床パネルとしては、例えば断熱性に優れ、遮音性にも優れた軽量気泡コンクリート（ＡＬ
Ｃ）等が好んで用いられる。本実施形態においてはインサートナットの螺合を考慮し、薄
形ＡＬＣからなる床パネル７の表裏に合板８の接着加工を施して縁取りしたＡＬＣ複合パ
ネル１を使用し、上下合板部８，８及びそれらを繋ぐ補強部材９にインサートナット螺合
用の雌ネジ加工を施してある。
　支持ボルト４はコンクリートスラブ１１上に配置された硬質ゴム製の台座４２の中央凹
部内に落とし込んだフランジ金具４３に挿入して固定されている。
　前記インサートナット２－１は内リング５と外リング６、及びそれらを結合する緩衝材
３１から構成されており、外リング６をＡＬＣ複合パネル１の上下合板部８，８を繋ぐ補
強部材９に施された雌ネジ部と螺合することによりＡＬＣ複合パネル１に取り付けられる
。
　このように構成することにより、ＡＬＣ複合パネル１に加えられた衝撃により発生する
水平振動は緩衝材３１により吸収され、インサートナット２－１の内側雌ネジ部には伝搬
しない。
　このようにして組み立てられたＡＬＣ複合パネル１の表面に、床板材２２を張って床構
造を施工完了する。
【００１２】
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　図４は、１枚の床パネル内のインサートナットの配置の一例を示す外観斜視図である。
本発明では方形の床パネル１に対して、少なくとも４隅にインサートナット２－１を装着
する必要がある。本発明においては、床パネル支持脚は複数の床パネルの共通床支持脚と
はせず、個々の床パネルに直接取り付ける方法をとるからである。従って、インサートナ
ット２－１は床パネル１の４隅の外周からやや内側に入ったところに取り付けるのが好ま
しい。
　インサートナット２－１は床パネル１の大きさや床パネルにかかる荷重に応じて、４隅
の他に床パネル１中央部等にも適宜装着することができる。図４では床パネル１にインサ
ートナット２－１を５個逢着した例を示している。
【００１３】
　次に、この床パネル支持脚を使用した二重構造の床パネルの施工方法を説明する。
　先ず、所定のインサートナットを取り付けた床パネルを準備しておく。支持ボルトは１
枚の床パネルのインサートナットの数だけ嵌め込んでおく。そしてコンクリートスラブ上
の所定の位置に硬質ゴム製の台座を配置しておく。
　ついで、支持ボルトの一端を、フランジ付き金具を介して台座中央の凹部に嵌め込んで
固定する。次いで、前記支持ボルトを床パネルのインサートナットの位置に合わせ、イン
サートナット中心部の孔からレンチを使用して前記支持ボルトを回転させ、床パネルの高
さ方向の位置をそろえた水平に調節する。このとき、床パネル支持脚の他端は台座内の凹
部に差し込んであるだけなので、容易に回転させることができ、レベル調整を簡単に行う
ことができる。床パネルのレベルが調整された後、レベル調整パッドを回転させて床パネ
ルの裏面に密着させる。このような作業を順次行って床パネル施工が終了する。
　このようにして組み立てられた床パネルの表面に、床板材を張って床構造を施工完了す
る。
【００１４】
　次に、図４に示すインサートナット２－１を５個取り付けた床パネル１を使用した、図
３に示すような二重床構造（複合木質フローリング１２ｍｍ厚仕上げ）の施工を施して、
ＪＩＳ　Ａ１４１８に定められている「建築物の現場における床衝撃音レベルの測定方法
」に準拠し、床衝撃音レベルの推定値を算出した。
　比較のためコンクリート床版素面、およびインサートナットに緩衝材を用いない従来の
床支持脚を用いた二重床構造（仕上げは前記同様）のそれぞれについて床衝撃音レベルの
推定値も算出した。これらの結果を図７に示す。
【００１５】
　ここで図７の各プロットは床衝撃音レベル（単位：ｄＢ　デシベル）を示している。
○印は、本発明の床パネル支持脚を用いた二重床構造の重量衝撃音に対する床衝撃音レベ
ル、□印は、インサートナットに緩衝材を内在させていない従来型の床パネル支持脚を用
いた二重床構造の重量衝撃音に対する床衝撃音レベル、△印はコンクリート素版面の重量
衝撃音に対する床衝撃音レベルを示し、Ｌ番号は、ＪＩＳ　Ａ１４１９に基づく遮音等級
を示す。なお、ＪＩＳ　Ａ１４１８は、各種建物内の上下２室間および上階廊下との間な
どの床の床衝撃音に対する遮断性能を表す床衝撃音レベルについて規定したもので、床衝
撃音とは、軽量と重量の２種類の床衝撃発生器によって発生した床衝撃音の受音室におけ
る音圧レベルを言う。
【００１６】
　図７の結果より明らかなように、一般に重量衝撃音は二重床構造にすると床下空気層が
固体伝搬音を大きくするので、コンクリート素版面の床衝撃音レベルより大きくなってし
まう（□印、△印参照。）。
　プロット○印で示す本発明の本発明の床パネル支持脚を用いた二重床構造にあっては、
インサートナットに内在された緩衝材によって水平振動が吸収されるので、重量衝撃音の
床衝撃音レベルを小さくすることができ、遮音性および静粛性の向上が図られていること
が判る。
【図面の簡単な説明】
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【００１７】
【図１】本発明の床パネル支持脚の構成を説明する図である。
【図２】図１に示す床パネル支持脚を組み立てた図である。
【図３】本発明に係るインサートナットと床パネルの施工例を示す縦断面図である。
【図４】床パネルの外観斜視図である。
【図５】従来の床パネル支持脚の構成の一例を説明する図である。
【図６】従来の床パネルの施工例を示す一部破断斜視図である。
【図７】床衝撃音レベルの推定値を示す図である。
【符号の説明】
【００１８】
　　　１　ＡＬＣ複合パネル
　　　２－１　インサートナット
　　　２－２　インサートナット嵌入部
　　　３　レベル調整パッド
　　　４　支持ボルト
　　　５　内リング
　　　６　外リング
　　　７　床パネル
　　　８　合板
　　　９　補強部材
　　１０　床パネル支持脚
　　１１　コンクリートスラブ
　　１２　床支持脚
　　１３　台座
　　１４　支持ボルト
　　１５　床パネル受け
　　１６、１９　フランジ付きネジ
　　１７、１８　ネジ
　　２１　床パネル
　　２２　床板材
　　３１　緩衝材
　　４２　台座
　　４３　フランジ金具
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【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】
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